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令和４年度のはじまりにあたり 校長 河 口 龍 裕

桜吹雪の舞う中、令和４年度がスタートしました。昨年度末に美川小学校が休校となり、今年

度から本校に統合され４名の児童が一緒に学ぶこととなりました。その他に東京都から２名の転

校生を迎えて全校児童は、５４名となりました。統合により加配教員も配置されて全学年単式学

級となり、あおぞら学級を加えて７学級でしっかりと取り組んで参ります。美川町や錦町の教育

資源を教育活動に生かして、本年度も子どもたちの力がさらに高まるように全力で取り組んで参

ります。保護者、地域の皆様のご支援ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

学校教育目標は、昨年度に引き続き『自分を愛し、ふるさとを愛し、感謝の心で主体的に

取り組む「にしきっ子」の育成』と設定しました。

めざす児童像は、下記の３つです。

○にっこり優しい子

相手のことを考えて協力する子

○しっかり考える子

粘り強く課題解決する子

○きたえて元気な子

心身ともに元気で意欲的に取り組む子

めざす児童の姿に近づくために心の素地

を作る「素直さ」や「感謝の気持ち」「奉仕

の心」を大切に育み、やる気スイッチの源

となる「自己肯定感」や「自己効力感」を味

わわせつつ子どもたちを伸ばしていきます。

「自己肯定感」は、自分はどんなときでもありのままの自分で大丈夫という自分への信頼を表

し、「自己効力感」は、自分は頑張ればどんなことでもできるという自分への信頼を表していま

す。「自分は、勉強が苦手だけれども、それでも自分のことが好きだ。」というのが自己肯定感で

す。「自分は、縄跳びが苦手だけれども、努力すればきっとできるようになる。」というのが自己

効力感となります。この２つがそろって自分自身に安心感を持ちながら様々なことに挑戦してい

く土台となるのです。「自分で自分のことが好きだと言える心」の基とも言えます。

子どもたちに自信を持たせつつ、教育を推進するためには学校、家庭、地域の連携が必要です。

保護者の皆様や地域の皆様のご理解とご支援なしに本校の教育を進めることはできません。どう

か皆様のお力添えをお願いします。錦清流小学校は、「にしきっ子」の育成のために地域に積極

的に学校を開き、「地域とともにある学校づくり」「小中一貫教育」をさらに進めて参りたいと考

えております。保護者、地域の皆様もご意見やお気づきなどございましたらご遠慮なく学校まで

お寄せください。本年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。



コミュニティ・スクールとは、
学校・家庭・地域が力を合わせてつくる「地域とともにある学校」です。

本年度も錦清流小学校コミュニティ・スクールのいろいろな取り組みにご理解とご支援をよろ

しくお願いいたします。コミュニティ・スクール（略してコミスク）とは、簡単に言うと「学校

運営協議会を設置している学校」のことです。学校運営協議会の委員さんは、学校や地域から教

育委員会が任命します。学校運営協議会を通じて、保護者や地域の方が一定の権限と責任をもっ

て学校運営に参画することにより、学校・家庭・地域が一体となって子どもたちを育てる制度で

す。

教 職 員 紹 介 ～ よろしくお願いいたします ～
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